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アイキャン事業地及び担当事務所分布図                                   

  

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各事務所所在地 

日本事務局：愛知県名古屋市 

宮城出張所：宮城県東松島市            

マニラ事務所：フィリピン共和国マニラ首都圏ケソン市 

ミンダナオ第一事務所：フィリピン共和国ミンダナオ島ジェネラルサントス市 

ミンダナオ第二事務所：フィリピン共和国ミンダナオ島コタバト市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認定ＮＰＯ法人 アジア日本相互交流センター・ＩＣＡＮ（アイキャン） 
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日本事務局 

●路上の子どもたち 
（マニラ首都圏） 

●ごみ処分場周辺の子どもたち 
（マニラ首都圏） 

●紛争の影響を受けた子どもたち 
（ミンダナオ島北コタバト州ピキット） 

 
●ジェネラルサントスの子どもたち 
（ミンダナオ島南コタバト州ジェネラルサントス市） 

●先住民族ブラアンの子どもたち 
（南コタバト州ジェネラルサントス市郊外） 

マニラ事務所 

ミンダナオ第一事務所 

「５つの拠点」 

アイキャンの行動規範 

Not ‘for’ the People, but ‘with’ the People 

人々の「ために」ではなく、人々と「ともに」 

●国際理解教育事業 

●語学事業（スマイルチケット） 

●フェアトレード販売・啓発事業 

●外国にルーツを持つ子どもたち 

●ＮＧＯ相談員 

●インターン育成事業 

 

フィリピン全土 

●スタディツアー、研修事業 

●子どもの参加を促進する事業 

●災害の影響を受けた子どもたち 
（ミンダナオ島東ミサミス州 
カガヤンデオロ市） 

ミンダナオ第二事務所 

宮城出張所 

設立：１９９４年４月１日 

郵便番号：４６０－００１１ 

住所：愛知県名古屋市中区大須３丁目５－４ 

矢場町パークビル９階 

電話番号＆ＦＡＸ：０５２－２５３－７２９９ 

Ｅメールアドレス：ｉｎｆｏ@ｉｃａｎ.ｏｒ.ｊｐ 

ホームページ：ｈｔｔｐ//:ｗｗｗ.ｉｃａｎ.ｏｒ.ｊｐ 

郵便振替：００８５０－６－７８２３３ 

 

【代表理事】 

 田口京子  

【 理 事 】   

       雨森孝悦     

     

鈴木真帆  

高畑  幸  

    

宮脇聡史 

 

【 監 事 】     

龍田成人  

       林  俊彰  

養護学校教諭 

 

日本福祉大学教授、日本ＮＰＯ学会理事、 

（特活）シャプラニ－ル監事 

会員 

静岡県立大学国際関係学部准教授、 

文学博士 

大阪大学大学院言語文化研究科 

言語社会専攻講師 文学博士 

 

名古屋ＮＧＯセンター副理事長、工学博士 

税理士 

●災害の影響を受けた子どもたち 
（宮城県東松島市） 
 



運営上の重点                                                   

重点目標１：会員・寄付者、協力者の増加：より多くの人の「できること」によって成り立つ団体へと成長します。 

 ⇒震災に関する寄付者数は増加したものの、震災への対応に追われ、十分に会員の方々への報告やコミュニケーション

をとることができず、会員数は減少してしまいました。次年度への最優先課題として、目標を持ち越すことにします。 

重点目標２：管理体制の強化：管理職の増加を含め、管理体制の全体的な見直し、強化を行います。 

    ⇒日本事務局内に事業部と総務部それぞれに部長職が出来、管理体制の強化を達成することができました。業務分担

が進んだことで、資源を重点分野へ集中することができるようになりました。 

メディア掲載                                                     

日付 媒体名 題名 内容 

７月 ２０日 中日新聞 「ＮＧＯが被災地へ 途上国支援の経験生かす」 震災復興活動 

７月 ２２日 読売新聞 「被災時に文具と図書 聖カピタニオ女子校生送る」 震災復興活動 

９月 ６日 中日新聞 「被災地支援の活動報告」 震災復興活動 

１１月 ５日 Minda News Japan allots P24-M for Pikit peace-building project 平和構築活動 

１１月 ５日 まにら新聞 平和構築事業に５千万円「日本政府が無償資金協力」 平和構築活動 

１１月 １２日 Manila Bulletin Japan okays P24-M school project 平和構築活動 

１１月 ２５日 静岡新聞 「浜松・フィリピン児童絵画交流 浜松南ＬＣが市役所で展示会」 絵を通した交流 

１１月 ２７日 毎日新聞 「『女性の力になりたい』フェアトレード貿易の生産者  

比のビーナさん講演」 

フェアトレード 

１２月 ４日 中日新聞 「フェアトレード 理解を フィリピンの現状 生産者語る」 フェアトレード 

１２月 ３０日 信州新聞 「買い物通した途上国支援を フィリピンの生産者が来飯」 フェアトレード 

１２月 ２３日 読売新聞 「比の学校建設 支援３５０００枚 書き損じはがき  

ＮＰＯ『アイキャン』現地教育省が表彰」 

学校建設 

１月 １３日 中日新聞 「はがき１枚が給食に」 書き損じはがき 

１月 １５日 読売新聞 「絵手紙 広がる輪 フィリピン・日本の中高生１３００人」 絵を通した交流 

１月 １９日 朝日新聞 「比の子、日本思う絵手紙」 絵を通した交流 

１月 ２０日 中日新聞 「助け合い 絵手紙で感じて 緑区日比の子ども作品展」 絵を通した交流 

参加ネットワーク                                                  

ネットワーク・団体名  所属・担当 詳細  

（特活）国際協力ＮＧＯセンター（ＪＡＮＩＣ）  正会員 全国規模のネットワーク型ＮＧＯ  

（特活）名古屋ＮＧＯセンター  正会員 中部地域のネットワーク型ＮＧＯ  

児童労働ネットワーク  正会員 児童労働解消を目的としたネットワーク  

「動く→動かす」  正会員 ミレニアム開発目標達成のためのＮＧＯネットワーク  

ＮＧＯと企業の連携推進ネットワーク 正会員 ＮＧＯと企業の連携を推進する全国ネットワーク  

多文化共生リソースセンター東海  正会員 東海地域の多文化共生を促進するネットワーク  

中部ＥＳＤ拠点協議会  参加団体 中部地域のＥＳＤを促進するネットワーク  

National Council of Social Development 

Foundation  

正会員 フィリピンの社会開発のための組織のネットワーク  
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委託事業・助成事業・大口寄付によるパートナー                                        

団体・機関名 事業名・事業内容 

委託事業によるパートナー 

外務省 

（２０１０年５月～２０１３年３月） 

外務省ＮＧＯ相談員（２年目）：中部地域におけるＮＧＯに関する

相談窓口 

外務省 

（２０１０年６月～２０１２年３月） 

外務省ＮＧＯインターンプログラム（２年目）：開発事業に携わる

プロジェクトマネージャーの育成 

（独）国際協力機構（ＪＩＣＡ）草の根技術協力 

（２０１１年４月～２０１３年３月） 

パヤタス地区における地域型保健および生計向上フォロー 

アップ事業（１年目）：ごみ処分場における協同組合強化等 

（独）国際協力機構（ＪＩＣＡ）草の根技術協力 

（２０１１年４月～２０１６年３月） 

路上の子どもたちによる子どもの権利をまもるプロジェクト 

（１年目）：マニラの路上の子どもの生活向上 

（学）栗本学園 名古屋国際中学校・高校 

（２０１１年７月） 

国際理解研修（１年目）：貧困問題の学習と将来のキャリア形

成を目的とした高校生の海外研修の現地コーディネート 

（国立）広島大学生物学部 

（２０１１年８月） 

フィリピン研修（１年目）：住民参加による海洋管理等の学習を

目的とした大学生の海外研修の現地コーディネート 

中部電力株式会社 

（２０１１年１１月～２０１２年３月） 

フィリピンの子どもたちと東日本大震災被災地の子どもたちを

“みどり”でつなぐ活動（１年目）：植林とボランティア活動等 

助成事業によるパートナー 

郵便事業株式会社 

（２００９年４月～２０１３年３月） 

市民ボランティアによる外国にルーツを持つ子どもへの教育事

業（３年目）：学校プリントの日本語翻訳等 

公益信託 愛・地球博開催地地域社会貢献基金 

（２０１１年４月～２０１２年３月） 

「東海フェアトレードフォーラム‘１１」の開催（１年目）：フェアトレ

ードを広めるための啓発活動 

中央共同募金会（赤い羽根）第一次 

（２０１１年４月） 

被災した子どものレクリエーション、避難所向け食糧の提供 

三菱商事株式会社 

（２０１１年６月～２０１２年３月） 

宮城県東松島市における緊急救援及び復興等 

中央共同募金会（赤い羽根）第二次 

（２０１１年６月～１２月） 

宮城県東松島市および石巻市で被災した青少年と住民の

生活復興事業：救援物資の提供と避難所の運営等 

中央共同募金会（赤い羽根）第三次 

（２０１１年９月～１２月） 

宮城県東松島市被災民の生活復興および石巻市・東松島

市における教育環境の改善活動：仮設住宅の運営等 

外務省ＮＧＯ連携無償 

（２０１１年１１月～２０１２年１１月） ※最大３年間 

ミンダナオ島紛争地ピキットにおける教育を通じた平和構築

事業（１年目）：紛争地における平和構築 

立正佼成会 一食平和基金 

（２０１２年１月～２０１２年６月） 

ミンダナオ島先住民族ブラアンの子どもたちの教育・環境事業：

学校建設や環境教育等 

外務省ＮＧＯ連携無償 

（２０１２年３月～２０１３年３月） ※最大３年間 

フィリピンミンダナオ島先住民族の子どもたちの地域開発 

プロジェクト（１年目）：学校建設や児童会の強化等 

株式会社ＬＵＳＨジャパン 

（２０１２年４月～２０１３年３月） 

宮城県東松島市「子どもの参加」による復興促進事業：被災地

域における子ども新聞の作成等 
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大口寄付によるパートナー 

（特活）国際協力ＮＧＯセンター（ＪＡＮＩＣ） 

サポート募金（２００９年５月～） 

フィリピンの子どもたちの教育や保健の活動 

環境省家電エコポイント事務局 

（２０１０年５月～２０１２年４月） 

フィリピン最大のごみ処分場におけるリサイクルを通じた収入向

上事業：リサイクルによるフェアトレードの促進 

環境省住宅エコポイント事務局 

（２０１０年５月～２０１２年４月） 

フィリピン最大のごみ処分場におけるリサイクルを通じた収入向

上事業：リサイクルによるフェアトレードの促進 

ミニストップ株式会社 

（２０１０年１２月～２０１２年３月） 

フェアトレードマップの作成及びフェアトレードフォーラムの開催

（２年目） 

ＳＨＯＭ：在フィリピン各国大使夫人の会 

（２０１１年３月～２０１２年３月） 

Educational Assistance Project of “Children in Crisis” in 

Mindanao：ミンダナオの子どもへの奨学金提供等 

真如苑及び株式会社一如社（名古屋ＮＧＯセンタ

ーを通じた寄付）（２０１１年４月～２０１２年３月） 

「子ども議会‘１１」の開催 

 

地球愛まつり京都実行委員会 

（２０１１年５月～） 

団体の運営や活動全体に対する寄付 

きふね幼稚園 

（２０１１年６月～） 

団体の運営や活動全体に対する寄付 

（学）南山中学・高校女子部生徒会 

（２０１１年７月～） 

東日本大震災の被災者及び教育機関に対する救援物資の提

供等 

（学）名古屋経済大学高蔵高等学校 

（２０１１年７月～） 

東日本大震災の被災者及び教育機関に対する救援物資の提

供等 

（学）聖カピタニオ女子高等学校 

（２０１１年９月～） 

東日本大震災の被災者及び教育機関に対する救援物資の提

供等 

（学）愛知江南学園 誠信高等学校 

（２０１１年１１月～） 

東日本大震災の被災者及び教育機関に対する救援物資の提

供等 

（特活）名古屋ＮＧＯセンター中部ＮＧＯ応援募金 

（２０１１年１２月～） 

東日本大震災やフィリピンの子どもの活動 

第３０青年経営者研究会（青経塾） 

（２０１２年１月～２０１２年５月） 

先住民族の村での学校建設活動 

天理教国際助け合いネット 

（２０１２年１月～） 

ミンダナオ島台風災害に対する緊急救援及び復興活動 

神野産業株式会社 

（２０１２年１月～２０１２年５月） 

先住民族の村での学校建設活動 

安藤運輸株式会社 

（２０１２年１月～２０１２年５月） 

先住民族の村での学校建設活動 

Ｅ.Ｏ.Ｐ. 

（２０１２年３月～） 

団体の運営や活動全体に対する寄付 

有限会社安部アソシエーツ 

（２０１２年４月～） 

団体の運営や活動全体に対する寄付 
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１、危機的状況にある子どもたちと「ともに」おこなうプログラム 

 

Ａ、ジェネラルサントスの子どもたち（１９９４年～） 

（１） 事業背景 

  ミンダナオ島の南部に位置するジェネラルサントス市は、

人口５4万人、世帯数１１万の地方都市です。ツナやパイ

ナップル等の魚産物･農産物が収穫できますが、その豊か

な自然の恵みを享受しているのは、大農場や工場を持つ

富裕層に限られています。雇用機会も十分にない中、経

済的理由から子どもたちを公立学校にさえ送ることが難し

い家庭も少なくありません。アイキャンは、同市の経済的に

困難な家庭環境の子どもたちが、通学を継続できるよう、

現在までに約１５０名の通学補助を行ってきました。 

（２） 特記事項 

家庭内の虐待被害にあった子どものケースに対して、

政府機関と協働して対応し、子どもの安全の場の確保に

努めました。家庭訪問を繰り返し、通学できる環境を整え

ました。 

（３） 実施事務所 

  ミンダナオ第１事務所（ジェネラルサントス市） 

（４） 実績 

１) 通学補助（学用品や通学経費等の提供） 

２０１１年度は３８名（高校生３７名、大学生１名）の子

どもたちの通学補助をおこないました。制服、学用品、

かばん、靴などを支給し、通年で学費、通学交通費、

教材費、卒業経費を提供することで、子どもたちの勉学

に最低限必要なものを整え、安心して勉強に取り組め

る環境を作りました。高校生１０名が無事卒業の日を迎

え、内ミンダナオ州立大学に進学した２名に、引き続き

学用品や通学経費を提供しました。 

２) 緊急補助 

病気やケガ等で入院する奨学生に医療補助を行ってい

ますが、今期は幸いにも対象者が出ませんでした。 

３） 勉強会の開催 

来季に奨学生同士の勉強会を開催するにあたり、今期

奨学生の組織化を進めました。 

４） カウンセリング・相談 

スタッフが年間を通して、家庭・学校訪問を行い、子ども

の成績や学習態度、家庭環境についてカウンセリングをお

こなうとともに、保護者や担任の教師と密に連絡をとりなが

らモニタリングを行いました。また事務所においても、子ども

が抱えている問題など、奨学生や保護者の相談を随時受

けました。 

 ５） 「子ども集会」の開催 

６月に「子ども集会」を開催し、奨学生や保護者とともに１

年のスケジュールを確認し、卒業生や成績優秀者のお祝

いをしました。 

６） 成長記録の発送と手紙やカードでの交流 

６月と１２月に、全奨学生の写真と成長記録、手作りカード

を日本のパートナーさんへ、また、卒業した子どもたちのパ

ートナーさんへお礼の手紙を送りました。年間で日本のパー

トナーさんからのお便り１４通を子どもたちに届けました。 

（５） 新年度の展望 

 奨学生の面談の時間を増やすとともに、奨学生同士の勉

強会の機会を提供することで、子どもたちの通学に関する悩

みを解決し、確実に勉強を継続できるようにします。 

 

事業費 ３９０，０２３円 
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Ｂ、紛争の影響を受けた子どもたち（２００６年～）  

（１） 事業背景 

ミンダナオ島北コタバト州ピキット周辺では、長年続いて

きた紛争の影響で約６０％の住民が住みなれた土地を追

われ、学校等社会インフラが荒廃し、人々の生活基盤が

崩壊しました。国軍と反政府軍との衝突のみならず、親戚

関係にあるグループ（氏）の土地をめぐる争いや、犯罪組

織も活発で事態は複雑です。これに対し、アイキャンは、２

００６年よりピキットの学校校舎の建築や学用品の提供、

地域での平和活動を実施してきました。 

（２） 特記事項 

 ピキット北部マリダガオ川周辺の７つの村の各地におい

て、平和教育を積極的に促進する学校「平和の学校」を

つくる３年計画の１年目が開始し、今期は特に、その中心

地であるティヌトゥラン村での活動に注力しました。日本人、

フィリピン人ともに担当職員が増え、これまでに比べ規模

を拡大して実施できたことで、教育環境整備や平和活動

のインパクトを高めることができました。 

（３） 実施事務所  

ミンダナオ第２事務所（コタバト市）とマニラ事務所  

（４） 実績  

１） 教育環境整備 

ピキット町北東部７つの村の中心に位置するティヌトゥ

ラン村の高校、スルタン・メモリアル高校において、６月に

就学困難な生徒たち７０名分の学用品を提供いたしまし

た。また２月以降、同校６教室の校舎の建築を開始し、

今期中に基礎工事が終了、柱を立ち上げるところまで完

了しました。 

２） 平和教育活動 

① 「平和の学校（School of Peace）」準備活動 

ティヌトゥラン村の小中学生５７名、ティヌトゥラン、バラ

ティカン、ヌグアン、バラバックの４村の地域リーダー延べ

７４名に「平和の学校」の基礎研修を行いました。 

② 「平和の学校（School of Peace）」研修 

 ティヌトゥラン村の小学生延べ１８６名、同中学生２０４

名、７つの村の小中学校教師述べ６９名、ティヌトゥラン村

地域リーダー１５名に、ティヌトゥランの学校が「平和の学

校」になるための研修を提供しました。 

子どもを対象とした研修では、兄妹や親子、友だちとの

対立など身近な紛争・対立を例にあげ、先生や村のリー

ダーには、これまでに起きた紛争や村の中で起きている

対立関係を事例にして、実践的に対立解消方法を考え

る機会を提供する研修を行いました。教師を対象にした

研修では、紛争で心理的な問題を抱えた子どもたちに、ど

のように対応すればよいかについて、話し合いました。 

３） 「ミンダナオ子ども議会」 

ミンダナオの様々な民族の子どもが将来のミンダナオに

ついて話し合う「ミンダナオ子ども議会」を来期実施するに

あたり、今期その準備と会場選定を行いました。 

（５） 新年度の展望 

 ２０１２年度は、ティヌトゥラン村の周辺に位置するバラバ

ック、ヌグアン、バラティカンの３つの村を中心に活動を行

い、計６つの学校で平和教育活動を展開していきます。ま

た同地区の高校１校で新規３教室の建設、小学校１校で

新規２教室の建設、小学校２校で老朽化した校舎の修復

を行い、ミンダナオの平和を促進します。 

事業費 ２１，６２５，１６１円 

ー７ー 



 

 

Ｃ、路上の子どもたち（２００６年～） 

（１） 事業背景 

フィリピンでは、約２５万人の子どもたちが路上での生活

を余儀なくされています。子どもたちは物乞いや、物売り、

廃品回収業、性産業等により生計を立て、様々な危険の

なか暮しています。空腹を紛らわせるためにシンナーを吸

引し、身を守るためにギャングの一員となる場合もあります。

アイキャンは、路上の子どもたちが特に多いマニラ首都圏

の５ヶ所において子どもの権利である「育つ権利」「参加す

る権利」「生きる権利」「守られる権利」が守られた環境を

作るために、活動を行ってきました。 

（２） 特記事項 

今期、５ヶ年計画が開始し、今までの活動に加え、代替

教育制度（ＡＬＳ）、通学補助、家族への権利研修、バラン

ガイ（最少行政単位）との協働など新たな取り組みを始め

ました。 

（３） 実施事務所 

マニラ事務所 

（４） 実績 

１）  「育つ権利」を守る活動 

① 路上教育活動 

５事業地の子どもたち約２００名を対象に計５６回、子

どもの権利、道徳等をテーマに路上教育を行いました。 

② 代替教育制度（ＡＬＳ）の提供 

フィリピン教育省の代替教育制度（ＡＬＳ）に則った授

業を、子どもたち約１０名に計７５回行いました。 

③ 通学補助 

１８名の路上の子どもと施設に暮らす元路上の子ども

に、学費、学用品等の通学補助を行いました。 

２） 「参加する権利」を推進する活動 

① 職業訓練 

約２０名の青年とともにパン作り職業訓練を計４９回、パン

屋を開始するにあたり必要な協同組合登録にむけた勉強

会を計３２回行いました。また、出資金を貯める貯金活動

（「子ども銀行」活動）も行いました。 

３）  「生きる権利」を守る活動 

① 緊急診療活動 

病気やけがをした３７名の子どもの治療に対応しました。 

② 栄養改善活動 

約２００名の子どもに、２３６回給食活動を行いました。 

③ 保健教育 

５事業地の約２００名に、計５６回の保健教育を実施しま

した。病気・ケガの予防知識・方法、シンナー・タバコの危

険性、性教育等をテーマに学びました。 

４） 「守られる権利」を推進する活動 

ソーシャルワーカーが、随時相談を受け付けました。 

５） 子どもの権利についてのアドボカシー 

① 家族への権利研修 

親への研修を２回実施し、約４０名が参加しました。 

② バランガイ「子どもを守る委員会」の組織化 

ケソン市の５つのバランガイと協働し、計９回「フィリピンの

子どもに関する法律」や「路上の子どもたちとの対話」など

の訓練・ワークショップを実施しました。 

（５） 新年度の展望 

路上での経験をもとにした演劇上演や路上新聞の配布を

行い、路上の子どもに対する社会の意識を高めます。 

事業費 １８，４２６，１５９円 

ー８ー 



 

 

Ｄ、先住民族ブラアンの子どもたち（１９９６年～） 

（１） 事業背景 

  ミンダナオ島ジェネラルサントス市郊外の村に住む先住

民族ブラアンは、独自の文化・慣習を持ち、山岳地帯で畑

作や炭焼きなどを生業としています。１９７０年代以降、深

刻化した不法伐採や入植者による土地収奪により、農耕や

採取を基盤とする自給自足の生活が困難となっており、

日々の食事すら満足にできない家族も多くいます。この地

域には医師が常駐していないため、簡単に治療できるはず

の病気で命を落とす住民も多くいます。また、増加する子ど

もたちの数に対して、教室が不足しており、予算の限界のあ

る教育省も対応が追いついていません。子どもたちの多くは、

徒歩１～２時間の山道通学を強いられるうえ、空腹や経済

的な理由で継続して通学することが困難な状態に置かれ

ています。 これに対し、アイキャンは地域の生活向上を目

的として、教育や保健、環境等の活動を実施してきました。 

（２） 特記事項 

 今期３年計画の１年目として、ブラアンの人々が多く住む

サンホセ村において、小学校での児童会強化や教師研修、

地域での保健研修や生計向上活動を開始し、包括的な活

動によって、ブラアンの人々の生活向上を目指します。 

（３） 実施事務所 

ミンダナオ第１事務所（ジェネラルサントス市） 

（４） 実績  

１） 小学校校舎 

雨漏りのする小屋で子どもたちが勉強していたビアオ小

学校において、１棟２教室のコンクリート製の新校舎を建設

しました。同様に校舎の不足していたシャトル小学校でも、

１棟１教室の木造校舎を建築、２つの村の子どもたち約１８

０名が、適切な教育環境で授業を受けられるようになりま

した。 

２） 保健教育 

サンホセ村で保健教育活動を１５回実施し、地域の

人々述べ４１４名が参加しました。この地域で多くの子ども

が抱える疾病の予防と対処方法、応急処置、基礎的な

栄養学、指圧、伝統的なハーブ薬の活用法や適切な薬

の服用方法等の講習を行いました。 

３） 環境教育活動 

サンホセ村の小学生述べ３８０名を対象に環境教育を

行い環境保全の意識を向上させるとともに、３００名以上

の子どもたちと５００本の木を植えました。 

４） 児童会と教員の能力の強化 

次年度に村の児童会と教員の能力の研修を行うにあ

たり、教育省との打ち合わせを行いました。 

５） 生計向上活動 

次年度に通年でハンディクラフト商品の制作による収入

向上活動を実施するにあたり、研修参加予定者と村でミ

ーティングを行いました。 

（５） 新年度の展望 

ブラアンの人々が多く住むサンホセ村において、引き続き

小学校の校舎建設と子どもたちを取りまく教育環境および生

活環境の向上を行うとともに、新たに小学校の児童会の強

化や教師の能力向上の研修を開始します。また、サンホセ

村以外の先住民族の人々が多い地域において、教育用品

の提供等の活動を行います。

事業費 ６，６４５，７０６円 

ー９ー 



 

 

Ｅ、ごみ処分場周辺に住む子どもたち（１９９７年～） 

(１) 事業背景 

マニラ首都圏ケソン市郊外のパヤタス地区には、フィリピン

最大のごみ処分場があります。約２，０００名がこの処分場の

資源を頼りに生計をたて、最低限の暮らしをしています。また、

劣悪な環境により、住民は様々な健康被害を受けています。

これに対して、アイキャンは、パヤタスＢ第２地区とその周辺

の住民とともに保健と生計向上の活動を行ってきました。２０

０９年には住民の協同組合（ＰＩＣＯ）を設立し、２０１０年には、

診療等の主な活動をその協同組合に移行しました。 

（２） 特記事項 

今期、２年計画の１年目として、前期までに設立された

協同組合の運営を強化しました。その結果、２０１１年度の

ＰＩＣＯの収入が約２００万円、営業利益も約１００万円となり、

堅調な運営が可能となりました。今期は、これまでの母親た

ちに加え、多くの若者がＰＩＣＯの活動に参加しました。 

（３） 実施事務所 

マニラ事務所 

（３） 実績 

１） 保健・医療サービスの提供 

① 協同組合の保健活動 

―診療活動：週２回、全９９回の定期診療を行いました。 

―地区巡回診療：保健研修を受けた青年たちと地域保健

員（Community Health Volunteer）が、看護師とともに年２回

地区を巡回し、保健教育等を行いました。 

② 保健研修 

１４歳から３２歳までの青年たちとともに保健研修を行い

ました。全１７回の研修に延べ２４５名が参加しました。 

③ ユースヘルスアドボケイツによる保健教育 

地域保健員の研修を受けた青年たちが、地域の子ども

たちへ保健教育を１回行い、７名の青年たちが、１４名の

参加者に基礎的な保健の知識を伝えました。 

２） 協同組合ＰＩＣＯの運営強化 

① 基盤強化研修 

ＰＩＣＯの組合員延べ２２６名とともに、全１３回の組織運

営研修、２回の外部協同組合の視察を行いました。 

② 組織運営の強化 

―ＰＩＣＯの役員主導のもと、組合定例会議と役員会議が

毎月継続的に開催されています。（各全１２回） 

―財務報告書の作成、会計係の育成を行いました。 

―協同組合活性化のために、組合員の勧誘を積極的に

行いました。４月時点で組合員数は３８５名です。 

③ その他の協同組合の活動 

―預かり保育教育：週５日、１２名から１５名の未就学児

を対象に２１４回の預かり保育を実施しました。 

―青少年活動：毎週土曜日に４歳から１５歳の子どもたち

約２０～２５名とともに青少年活動を実施しました。 

３） 生計向上事業 

① 職業訓練校への通学補助 

全５９名が美容、ＩＴ技術等、全１１のコースに入学しま

した。今期末の時点で４６名が卒業しました。 

② 就職活動補助・起業補助 

職業訓練コース終了後、２６名が就職しました。 

（５） 新年度の展望 

２年計画の最終年度として、ＰＩＣＯの健全な運営を更

に強化し、住民による持続的な運営体制を目指します。

事業費 １６，１２１，５５１円 

ー１０ー 



 

 
Ｆ、災害の影響を受けた子どもたち（２００６年～） 

～東日本大震災緊急救援・復興活動～（２０１１年～） 

（１） 事業背景 

 ２０１１年３月１１日に発生した東日本大震災は、未曾有

の被災者を生みました。宮城県東松島市は本震災によっ

て、町の全世帯の約４５％である６，７５８世帯が水没し、死

者・行方不明者は町の全人口の２．８％にあたる１，２３１名

以上に及びました。 

（２） 特記事項 

６月より職員が東松島市に常駐し、災害ボランティアセン

ター（後の災害復興サポートセンター）の一員として、救援

物資の提供、復興を促進する活動を行ってきました。 

（３） 実施事務所 

日本事務局、宮城出張所 

（４） 実績 

１） 東松島市災害ボランティアセンターと協力した活動  

① ボランティアコーディネート業務 

延べ４７，４６９名のボランティア、特殊技術を持つ３５

０名の専門家、４，５２８件のニーズに対応しました。 

２） 東松島市生活復興支援センターと協力した活動  

① 花植サロンの実施 

仮設住宅入居者同士のつながりのきっかけ作りを目

的に、隣近所の入居者と一緒にプランターに花植えを

するイベントを、東松島市内延べ１，７５３戸の仮設住宅

において実施しました。 

② お茶会の実施 

仮設住宅入居者同士の交流を深めることを目的に、

東松島市内延べ２，５０９戸の仮設住宅において実施し

ました。 

３） 東松島復興協議会と協力した活動  

※復興協議会：市内で活動するＮＰＯのネットワーク組織 

① 設立にかかわる業務 

東松島市内で活動する民間団体連絡会の必要性が

挙がり、幹事団体の一員として９月に設立しました。 

② 宮城県支援物資の代表窓口担当業務 

東松島復興協議会の場において、宮城県が集約して

いる物資リストの共有や申請の窓口を担当しました。 

③ 在宅被災者を対象とした業務 

牛網地区（約５００世帯）の在宅被災者を対象に、電気

毛布５００枚、ホットカーペット３５枚を提供しました。 

４） 青少年を対象とした活動 

① 青少年の教育の向上に関わる業務 

 石巻市石巻・蛇田地区の子どものレクリエーション活動

に文具・レクリエーション品（２００名分）を提供、東松島市

図書館への絵本２００冊・移動図書館向け書籍１００冊の

提供、東松島市図書館の読書推進活動用インク、空気

清浄器、東松島市立小中学校への備品の提供（ワークブ

ック３４６冊、扇風機２０台、椅子２００脚、暖房器具等）、

東松島市学童クラブへの子ども向けレクリエーション用品

（２００名分）、幼稚園用おむつ他、多くの教育備品を提

供。その他に全壊し移転した幼稚園等の看板設置作業、

園芸による子どもの精神的ケア活動を実施しました。 

（５） 新年度の展望 

 被災した子どもたちの「参加」を促進し、まちづくりに子ども

の視点を提供するとともに、被災した子どもたちの間の「コミ

ュニティ形成」を目的に、 「１０年後の僕たち、私たちの東

松島」と題した絵画大会や子どもたちによる地域の新聞作り

等を実施します。 

 

事業費 ８，８２４，３２２円 

ー１１ー 



 

～フィリピン台風２１号（センドン）被災者緊急救援～ 

（２０１１年～） 

（１） 事業背景 

２０１１年１２月１６日の夜から１７日未明にかけてフ

ィリピンミンダナオ島北部に上陸した台風２１号（フィリ

ピン名：センドン）は、ミンダナオ島の５州とネグロス島や

セブ島、ボホール島の計３２都市を襲い、その被害は、

死者・行方不明者数約２，５００名、被災者数６０万人

以上に及びました。特にミンダナオ島北部のカガヤン

デオロ市及びイリガン市の被害は深刻で、１７日朝まで

の１２時間に、１ヶ月間の平均降水量に匹敵する１８０

ミリの雨が降り、洪水、鉄砲水、地滑りが発生、甚大な

被害となりました。 

（２） 特記事項 

日頃のネットワークやリソースをいかし、医師や看護

師、ソーシャルワーカーたちの医療チームを被災直後

に被災地に送り、現地の緊急医療ニーズに応えること

ができました。 

（３） 実施事務所 

マニラ事務所、ミンダナオ第２事務所（コタバト市） 

（４） 実績 

１） カガヤンデオロにおける被災者救援物資配布 

災害発生直後、コタバト市にあるミンダナオ第２

事務所より６人のスタッフが現地入りし、被災者のネ

ットワークを持つ現地のＮＧＯ（パンダイブリッグ）と協

力して毛布や食器（皿、スプーン、フォーク）等の救

援物資の配布を１，０００家族に対して行いました。 

２） カガヤンデオロにおける被災者救援医療活動 

マニラから医師１人、看護師２人、ソーシャルワーカ

ー等スタッフ２人が現地入りし、被災地域で医療活動

を行っているＮＧＯ、ＣＢＨＳ（Community Based Health 

Service）とともに、十分な医療サービスを受けていな

い被災者たちを対象に診療活動を行いました。無料

の医療サービスを提供するはずの公的医療機関に十

分な医薬品・医療器具がないために、大水により流さ

れたときに負った傷の治療に、十分対応できてないケ

ースが見られ、また、家族を亡くした心の傷もいまだに

生々しく残っていました。 

３） 復興活動に向けての調査及び計画策定 

震災害発生から３か月後の３月に、スタッフ２人が被

災状況の調査と今後の復興促進活動の計画策定を

行いました。 

（５） 新年度の展望 

被災地の被災者住民組織（survivors collectives）を

組織化し、被災者たちが自ら保健の知識を獲得し、そし

てそれを生かして地域の健康状態を向上できるよう、保

健教育と医療器具・医薬品提供を行います。また本事

業を効率的に実施するにあたり、カガヤンデオロ市内に

事務所を開設し、専属常駐スタッフを配置します。 

 

 

 

 

 

 

 

ー１２ー 



 

 

Ｇ、外国にルーツを持つ子どもたち（２００９年～） 

（１） 事業背景 

  愛知県内の外国人登録者数は全国で３位と、多くの外

国人の方が住んでいます。また、それに加え、登録していな

い、日本国籍を持ちつつも日本以外にルーツを持つ子ども

たちはその何倍とも言われています。外国にルーツを持つ

子どもたちの多くは、小学校高学年から中学校にかけて本

人の日本語力と学業上必要な日本語力の間に顕著な差

ができはじめ、これが「学力」として現れます。この結果、子

どもたちの中には進学を諦めざるを得ず、複合結果として、

母親を見下し、責めることにより家庭の崩壊が起こったり、

子どものアイデンティティ障害を発生させるケースも多くあり

ます。 

 アイキャンは現在までに培ってきた経験を活かし、外国に

ルーツを持つ子どもたちの教育環境を向上させ、家族の地

域社会への参加を促すために、翻訳サービスや勉強会等

を実施してきました。 

（２） 特記事項 

前期では、翻訳ボランティアをコーディネートする翻訳コ

ーディネーターは職員が担っていたのですが、今期から３名

の社会人ボランティアが翻訳コーディネーターを担うことに

なり、より持続的な運営に近づきました。また、翻訳ボランテ

ィア募集のチラシを、全国の国際交流協会や自治体、教

育機関、ＮＰＯ等８４０ヶ所に配布した結果、翻訳ボランティ

アを増加させることができました。 

（３） 実施事務所 

日本事務局 

（４） 実績 

1） 調査や提言、啓発活動 

多文化共生におけるアイキャンの活動や外国にルーツ

を持つ子どもたちが置かれている状況をまとめ、製本して

啓発活動を行いました。また、在日外国人への理解を促

進するために、「日本文化にカルチャーショック」と題した

以下の４つの勉強会を実施しました。 

－「～フィリピンから来てみて～」（１２月１０日開催） 

－「～ベトナムから来てみて～」（２月１８日開催） 

－「～インドから来てみて～」（３月３日開催） 

－「～エチオピアから来てみて～」（３月１０日開催） 

２） 教育促進活動 

１７３名のボランティア（内１７名が外国人）により、２２件

の翻訳作業を行いました。内容は、学校関係者からの学年

だより、暴風警報発令時の対応について、通知表、児童実

態調査票、役所からの児童手当申請書、保育園入園のご

案内、ゴミのマナー等の依頼でした。また、全国の国際交

流協会や教育機関など約８４０ヶ所に、翻訳依頼や翻訳ボ

ランティアの募集チラシを送付し、広報活動を行いました。 

（５） 新年度の展望 

より多くの外国にルーツを持つ人々がこのサービスを利

用できるよう広報活動を継続します。また、勉強会を引き

続き開催し、活動に関わる人たちの意識向上につなげる

とともに、ボランティアによる持続的な勉強会運営システ

ムを構築し、多文化共生社会の担い手を育成します。 

 

 

 

 

事業費 １，０５８，６３７円 

ー１３ー 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ、子どもの参加を促進する事業（２００７年～） 

（１） 事業背景 

「危機的状況にある子どもたち」の社会参加を促進するた

めに、各事業地で子どもたちのイニシアティブをもった活動を

進め、また、その子どもたちが集まって、自分たちの現状を共

有し、自らの「できること」を考えて行動計画を作成する「子ど

も議会」を実施しています。今年度も、前年の子ども議会で

作成した行動計画を実行しました。 

（２） 特記事項 

多くの人に子ども議会で出てきた「子どもの声」を届けるた

めに、議会の記録を英語と日本語の冊子にまとめました。 

（３） 実施事務所 

  マニラ事務所、ミンダナオ第１・第２事務所（ジェネラルサ

ントス市、コタバト市） 

（４） 実績  

１） 行動計画の実行 

前期の子ども議会で計画された「できること」を、各地域

で実行に移しました。 

－ジェネラルサントスの子どもたち 

子ども議会の参加者をはじめとした奨学生たち約２０名が、

経済的に困窮している地域の子どもたち約５０名に、読み

聞かせと炊き出しを行いました。 

－紛争の影響を受けた子どもたち  

前回の子ども議会に参加した２名の子どもが、地域のリー

ダーたちの会議で、平和な地域の重要性を訴えました。 

―路上の子どもたち 

路上の子どもたち約４０名が、２地域にて清掃活動を行

いました。 

－先住民族ブラアンの子どもたち 

子ども議会参加者を含むブラアンの子どもたち約１５名

が、地域の清掃活動を行いました。その後、４０名の子ども

たちのための炊き出しも行いました。 

－パヤタスごみ処分場周辺の子どもたち 

毎週土曜日、議会参加者３名をはじめとするパヤタスの

子どもたちが、約３０名の子どもたちに基本的な読み書き算

数を通年で教えました。また、約５０名の子どもたちにお粥

を提供しました。 

－身体的障がいを持つ子どもたち 

身体的障がいを持っている子どもについての理解促進を

目的として、パヤタスで子どもたちの交流を行いました。 

２） 「子ども議会‘１１」の開催（１０月） 

ジェネラルサントスの子ども３名、紛争地の子ども３名、

路上の子ども４名、ブラアン族の子ども３名、ごみ処分場周

辺に住む子ども３名、身体的障がいを持つ子たち３名、日

比国際児３名計２２名が参加する「子ども議会」を、ブラカ

ン州にて開催しました。互いの経験から学び、自分たちに

できることを計画しました。 

 ３） 報告書の作成 

 子ども議会の様子をまとめた冊子を日本語と英語で作成

しました。 

（５） 新年度の展望 

 子どもたちの各地域の活動の活性化に注力します。子ど

もたちが互いの活動から学びあえるように、ニュースレター

を作成します。 

 

 

事業費 ７００，２０８円 

ー１４ー 



２、「できること」を増やすプログラム 

 

Ａ、国際理解教育（開発教育）事業（１９９４年～） 

（１） 事業背景 

  幅広い事業を行うアイキャンの特性を活かし、日本に

住む人々とフィリピンに住む人々の経験をお互いに共有

することによって、国際理解を進めています。社会の中で

弱い立場におかれた人々の「現実」に基づいて社会問題

を理解し、「自分の問題」として「ともに」解決に向けて

様々な立場で主体的に取り組める人材の育成に取り組ん

でいます。 

（２） 特記事項 

高校生や大学生を対象としたフィリピンでの研修を数多

く実施し、社会の課題解決に行動する若者を増やすこと

ができました。 

（３） 実施事務所 

日本事務局、マニラ事務所、ミンダナオ第１・第２事務

所（ジェネラルサントス市、コタバト市） 

（４） 実績 

１） 授業・講義 ８件  

 きふね幼稚園、岐阜県立羽鳥高等学校、金城学院

中学校、聖霊中学高等学校、津島市立西小学校、名

古屋経済大学高蔵高等学校・中学校、四日市市立羽

津中学校、仙台白百合女子大、 

２） 開発教育講座やイベント等実施・参加 ９件  

―自主企画：マニラスタッフ野村・浅倉帰国報告会、マ

ニラスタッフ清水帰国報告会 

―イベント参加：ＮＧＯキャリアセミナー、北名古屋市多

文化共生社会づくり講座、岐阜ラジオ、国際協力カレッ

ジ２０１１ 紛争地で活動する人々 第３回フィールドワー

ク、ＪＳＴラジオ、ｎａｔｕｒａｌ ｃａｆｅ Bｏｕ、りぶらまつり 

３） 事務所訪問受け入れ ６件 

愛知教育大学、成城大学サークル、聖霊中学高等学

校、中京大学環境サークルＮＥＯ、中京大学平和論ゼミ、

金城学院中学校 

４） 絵手紙大会（トゥライプロジェクト） 

愛知県内の小・中・高校生約６２０名とフィリピンの子ど

もたち約５６０名が「私の周りにある外国から来たもの」を

テーマに、絵手紙で交流を行いました。子どもたちの絵手

紙は、１月１９日～１月２２日の間、名古屋市緑区にある

イオン大高ショッピングセンターで展示され、その後はフィ

リピンの７ヶ所の学校や地域において展示されました。 

また、先住民族ブラアンの子どもたちと静岡家浜松市

の障がいを持った子どもたちによる絵画展を開催し、うち６

点が浜松市長賞などの表彰を受けました。 

５） 国際理解海外研修・事業地訪問等 １２件 

青山学院大学、広島大学、拓殖大学、中央大学、神

戸女学院大学、名古屋国際中学校・高等学校、一般財

団法人日本公衆衛生協会、金沢大学医学部医療系サ

ークルＫＵＲＥ、北海道大学国際協力学生団体結～ｙｕｉ、

国際ボランティアグループ杉山、トヨタ自動車株式会社 

（５） 新年度の展望  

愛知県内の学校とのつながりをさらに増やし、地域での

国際理解を促進していきます。また、絵手紙大会（トゥライ

プロジェクト）では、事業の計画段階から教員の方々と協力

し、参加型の事業運営を行います。

事業費 １，８０５，１１８円 

ー１５ー 



 

 

Ｂ、語学教室事業（スマイルチケット）（２０１１年～） 

（１） 事業背景 

インターネットが発達し、世界の情報が日々目に入る時

代になるとともに、インターネットにアクセスできる世界中の

人と交流が容易にできる時代となりました。社会問題の解

決に向けて活動している世界中の人たちと、行動を共に

するために、語学力は最も必要なコミュニケーション手段

の１つとなっています。しかし日本では、一般的に外国語

の語学力は低く、これが地球的規模での連帯を阻害して

いる面がありました。 

（２） 特記事項 

今期、国際ニュースや社会問題の理解促進と一般

市民の語学力を向上させることを目的に、英語とフィリピ

ン語の語学教室（ＳＭＩＬＥ Ｔｉｃｋｅｔ）を開校しました。日

本で暮らすフィリピンの方を講師として招くことで、受講生

にアイキャンの活動地であるフィリピンについてより身近

に感じていただくことができました。 

（３） 実施事務所 

日本事務局 

（４） 実績 

1） 語学教室（ＳＭＩＬＥ Ｔｉｃｋｅｔ）の開催 

名古屋市内の語学教室の市場調査や講師募集、チ

ラシの作成と配布、ＨＰの作成、広報活動を実施し、１

月に語学教室（ＳＭＩLE Tｉｃｋｅｔ）を開校させました。 

  ① 英会話 

以下の３つの英会話クラス、全４８回のレッスンを行

いました。 

―「ゼロから始める英会話」 

初心者を対象とした簡単な日常英会話を学ぶクラス。 

―「趣味の英会話」 

中級者を対象とした、日常生活や海外旅行等の場面

で必要な英会話を学ぶクラス。 

―「海外ニュースの英会話」 

上級者を対象とした、ニュース等の記事の理解に必要

な英会話を学ぶクラス。 

１回のレッスンは１時間、２～５名の少人数制とし、経

験豊富なフィリピン人とアメリカ人の講師が行いました。生

徒数は１３名で、年齢層は２０代～４０代です。 

 ② フィリピン語 

３月からはフィリピン語教室を開校し、生徒数７名で全１

５回のレッスンを以下１つのクラスで実施しました。 

―「ゼロから始めるフィリピン語」 

初心者を対象とした簡単な挨拶や単語、数字等を歌

やゲームを交えながら学ぶクラスです。こちらの生徒の年

齢層は、２０代～５０代です。講師は英語も教えているフィ

リピン人です。 

２） イベントの実施 

次期に語学と組み合わせた自主企画イベントを実施す

べく、準備を行いました。 

（５） 新年度の展望 

一般市民の方が通いやすい教室づくりと広報活動を強

化し、生徒数と授業数を増やします。また、授業を通して、

教室に通う生徒の社会問題への理解をより促進するため

に、多文化共生の活動やスタディツアー等との連携を目

指します。 

 

事業費 １３２，６８０円 

ー１６ー 



  

 

Ｃ、スタディツアー・研修事業（２０００年～） 

（１） 事業背景 

世界には「南」の国と「北」の国との間に大きな経済格

差が存在しています。その解決に多くの国や諸機関が取

り組んでいますが、この格差は広がる一方で、解決に向

けてより多くの人々のコミットメントが求められています。ア

イキャンでは、フィリピンの現状を一人でも多くの日本の

人々に伝え、同時にアイキャンの活動を広く知ってもらう

ことを目的として、スタディツアーを行っています。 

（２） 特記事項 

今期、８・９月に３回、１２月に１回、２月・３月に２回、

マニラの各事業地から学ぶツアーを開催しました。日本

事務局で活動しているボランティアの多くが参加し、また

スタディツアーをきっかけとしてボランティアが増加しまし

た。日本の活動とフィリピンの活動の連携を強めることが

できました。 

（３） 実施体制  

   日本事務局、マニラ事務所 

（４） 実績 

１） 概要 

実施時期と回数：８月、９月、１２月、２月、３月、計

６回の実施。 

基本的内容：４泊５日 

１日目：集合、オリエンテーション等 

２日目：ごみ処分場の子どもたちとの交流 

３日目：路上の子どもたちとの交流 

４日目：子どもたちとの遠足、買い物等 

５日目：解散 

２） 詳細 

－８月・９月（夏プランＡ・Ｂ・Ｃ） 

参加者：Ａ-７名、Ｂ-１０名、Ｃ-８名  

実施期間： 

・Ａ：２０１１年８月３日から８月７日（４泊５日）  

・Ｂ：２０１１年８月１７日から８月２１日（４泊５日） 

・Ｃ：２０１１年８月３１日から９月４日（４泊５日） 

―１２月（冬プラン）   

参加者：３名  

実施期間： 

・２０１１年１２月７日から１２月１１日（４泊５日） 

―２月・３月（春プランＡ・Ｂ）  

参加者：Ａ-３名、Ｂ-７名  

実施期間： 

・Ａ：-２０１２年２月２９日から３月４日（４泊５日）  

・Ｂ：２０１２年３月１４日から３月１８日（４泊５日） 

３） 帰国報告会の開催（１０月１１日、１５日） 

１０月１１日に中京大学にてスタディツアーに興味関

心がある学生に向けた報告会を、また１０月１５日には夏

プランＡ・Ｂ・Ｃ参加者の合同帰国報告会を開催しました。 

参加者は「できること」の一環として、報告会参加者にフ

ィリピンの現状や、ツアーで体験したことを伝えました。 

（５） 新年度の展望 

引き続き同様のツアーを行います。スタディツアーをきか

っけとしたともによりよい社会創りを担う人材を育成します。

募集方法を工夫し、参加者の増加を目指します。

事業費 ７２４，１１８円 

ー１７ー 



 

 

Ｄ、フェアトレード販売事業（２０００年～） 

（１） 事業背景  

    パヤタスごみ処分場での生計向上事業から２００５年に

独立した女性フェアトレード団体（ＳＰＮＰ：パヤタスの生計

向上のためにがんばる母親達）をはじめとする生産者団体

の運営を支え、生産者のエンパワメントと収入向上を目的

として、フェアトレード事業を実施しました。 

（２） 特記事項 

日本とフィリピン両国において、フェアトレード業務のマニ

ュアル化を進め、ボランティア・インターンによる業務体制

に移行しました。これにより、事業の経営状態を改善いたし

ました。 

（３） 実施事務所  

日本事務局、マニラ事務所 

（４） 実績 

日本とフィリピンでのイベント、学園祭、事務所、店舗等

を通じて商品を販売し、多くの人々に社会問題の深刻さや

フェアトレードの必要性、そしてアイキャンの理念や活動を

知って頂く機会を提供できました。 

１） ＳＰＮＰの団体運営コンサルティング 

マーケティングや価格設定など、運営上重要な相談

にのり、組織体制を強化しました。 

２） 新商品の開発と仕入れ 

ＳＰＰ株式会社や株式会社ブルーオーシャン、ＭＯＤＥＣ

Ｏ等の企業と連携し、あみぐるみの新商品、カーテンの廃

材を使用したぬいぐるみ等を開発しました。また、注文に従

ってＳＰＮＰや他団体の商品を仕入れました。 

３） 販売 

 ① イベント等での販売先（委託含む） 

世界フェアトレードデイ名古屋２０１１、たがたの森クラフト

ショップ、つながるいのちの映画祭２０１１、名大祭、名古

屋国際高等学校文化祭、グローバルフェスタ２０１１、名古

屋ＹＷＣＡ秋バザー、愛知工業大学学園祭、ＡＨＩオープ

ンハウス、白鳥庭園名古屋まつり、ワールド・コラボ・フェス

タ、愛知大学、りぶらまつり２０１１、ふれあいフェスタ２０１１、

メッセなごや２０１１、東海フェアトレードキャラバン岐阜・愛

知・三重・長野・静岡・名古屋、ワンワールドフェスティバル、

２０１２東別院御坊桜まつり、たがたの森クラフトショップ、

箕面手作り市、ＪＩＣＡ大阪まつり、箕面多民族フェスタ、Ｍ

ＪＳ祭、ソルトバザー、織物バザー、ＡＷＣＰバザー、ＣＦＦ

スタディツアー、ハンディクラフトバザー、日本人会盆踊り

大会、飛鳥クルーズお土産バザー 

 ② 委託店２０店舗 

よしやま、ドリーム、マジックマーマ、にんじんＣＬＵＢ、マリ

イット、株式会社ブルーオーシャン、風“ｓ、Ｅｔｈｉｃａｌ Ｐｌａｎｅ

ｔ、カフェアイリス、子どもと女性のイスラームの会ＣＷＩＡ、

ぎたんじゃり、名古屋ＹWＣＡ、バオバブ、まなかまな、フェ

アビーンズ、Ｃａｆé Ｍａｒｒｏｎｎｉｅｒ、千くさ、ネイチャーガーデ

ン、ブラジル友の会 

４） 啓蒙活動 

マニラでのフェアトレード担当インターン、日本での販売

ボランティア、購入者に対して、社会問題を身近に感じて

いただく機会を提供しました。 

（５） 新年度の展望 

 引き続き、当事業の財政状況の改善を図るとともに、中期

計画の策定を行います。 

事業費 １，８６３，５７１円 

ー１８ー 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｅ、フェアトレード啓発事業（２００９年～） 

（１） 事業背景 

「お買い物」を通じて、平和な社会の構築を目指すフェア

トレード（公正な貿易）運動の広がりは依然として限られてい

ます。関心があってもどこで商品が購入できるのか分からな

いため「お買いもの」という「できること」に参加できていない

のが現状です。そこで、地域のフェアトレード関係者や有志

が一丸となって、東海地域のフェアトレードを取り巻く環境を

変えていけるよう、東海フェアトレードマップの発行や、東海

フェアトレードフォーラム、東海フェアトレードキャラバンを開

催しています。 

（２） 特記事項 

フェアトレード生産団体ＳＰＮＰのＢＥＢＥＮＡ Ｄ．ＣＡＲＤ

ＡＭＡ氏を日本に招へいし、キャラバンやフォーラムの参

加者が生産者と直接交流できる機会を作ったことで、フェ

アトレードの効果についての理解が深まりました。同時に

「東海フェアトレードキャラバン２０１１」が東海地域各地のメ

ディアに取り上げられたことにより、「フェアトレード」自体の

認知度を高めることができました。 

（３） 実施事務所 

日本事務局 

（４） 実績 

１） 「東海フェアトレードフォーラム２０１１」の開催（１１月） 

東海地域のフェアトレード関係者（ＮＧＯ、企業、ショップ、

学生等）とフェアトレードに関心を持つ市民約８０名が一堂

に集まる「東海フェアトレードフォーラム２０１１」を開催しま

した。エシカルジュエリーを扱うＨＡＳＵＮＡの代表取締役白

木夏子氏とフェアトレード生産団体ＳＰＮＰの元代表ＢＥＢＥ

ＮＡ Ｄ．ＣＡＲＤＡＭＡ氏、国際理解教育センターＮＩＥＤ代

表の伊沢令子氏を招待し、フェアトレードの価値を社会に

伝えていくために必要なことを、消費者、生産者の視点か

ら学び、具体的なアクションプランを作成しました。 

２） 「東海フェアトレードポータルサイト」の作成 

東海地域のフェアトレードのイベント最新情報や東海５県

にあるショップの一覧や地図、フェアトレード実践者のインタ

ビュー等を掲載したポータルサイトを作成しました。 

３） 「東海フェアトレードマップ２０１１」の発行（１０月） 

東海地域（愛知・岐阜・三重・静岡・長野）でフェアトレー

ドを取り扱う計１２３の店舗・団体を地域別に紹介した「東

海フェアトレードマップ２０１１」を２万枚作成しました。これ

により、地域のフェアトレードショップへ足を運んでもらえるき

っかけを作ることができました。 

４） 「東海フェアトレードキャラバン２０１１」の開催（１１月） 

東海５県（愛知・岐阜・三重・静岡・長野）の計６か所を

フェアトレード生産者ＢＥＢＥＮＡ Ｄ．ＣＡＲＤＡＭＡ氏ととも

に巡りました。参加者計１０７名に対し、生産者の視点から

フェアトレードに携わることの意義を講演形式で伝えました。

同時に各地域のフェアトレードショップを紹介することで、地

域のフェアトレードショップの認知度も向上させました。 

（５） 新年度の展望  

次期も継続して、フェアトレード生産者を日本に招待し、フ

ェアトレードフォーラムやキャラバンを開催するともに、中期

計画の策定を行います。 

 

 

事業費 １，５９８，３８８円 

ー１９ー 



 

 

Ｆ、ＮＧＯ相談員事業（外務省委託）（２０１０年～） 

（１） 事業背景 

日本のＮＧＯの組織強化や専門性の向上を通して、日 

本のＮＧＯの事業実施能力を高めると同時に、事業実施

面における政府とＮＧＯの連携促進を目的として、アイキャ

ンは北陸・東海の９県を担当する「ＮＧＯ相談員」として相

談業務や講演を行う「出張サービス」を行っています。 

（２） 特記事項 

名古屋において「第二回ＮＧＯ相談員全国会議」を開催

するにあたり、他中部２団体とともにホストを務めました。 

（３） 実施事務所 

日本事務局 

（４） 実績 

１） 相談業務 計１，２１７件 

５月４８件、６月１００件、７月９５件、８月９８件、９月１

０２件、１０月１４４件、１１月１１６件、１２月１０５件、１月

１０３件、２月９２件、３月１０１件、４月１１３件 

２） 出張業務 計８件 

１０月グローバルフェスタ（東京）、１０月ＪＩＣＡシニアニ

アボランティア説明会（石川）、１０月ＪＩＣＡ青年海外協

力隊説明会（石川・静岡・富山）、１０月ワールドコラボフ

ェスタ（愛知）、１２月国際協力カレッジ（愛知）、２月ワン

ワールドフェスティバル（大阪） 

３） 全国相談員会議の出席と開催 計２回 

７月（東京）の会議への参加と１２月（愛知）の会議の開

催を行いました。 

（５） 新年度の展望 

相談を受ける体制の強化を行います。 

Ｇ、ＮＧＯインターンプログラム（外務省委託）（２０１０年～） 

（１） 事業背景 

ＮＧＯインターンプログラムとは、将来、ＮＧＯ等での就業を

目指す人材の育成を外務省がＮＧＯに委託することで、ＮＧＯ

人材の拡充を目的とした制度です。アイキャンは外務省委託

団体として昨年に続きインターン１名を受入れ、フィリピン事

業地でプロジェクトマネージャー育成を行いました。 

（２） 特記事項 

フィリピンの事業地での実務経験に重点を置きました。 

（３） 実施事務所 

マニラ事務所、日本事務局 

（４） 実績 

１） マニラ事務所で計１９２日間の研修 

２） 日本事務局で計２７日間の研修 

３） インターン業務内容 

マニラでは、パヤタスごみ処分場周辺地区での活動補

佐、会計業務、訪問者対応等を行いました。日本ではフェ

アトレードキャラバンで講師補佐と通訳を行いました。 

４） 習得した知識、能力、経験 

フィリピンでの開発事業従事経験、開発事業知識、会

計資料作成、ＮＧＯの資金運営、マニラ事業地訪問対応、

日本人学生ボランティア育成、危機管理、異文化理解等 

５） 報告会  

３月１６日、東京の広尾にて活動報告を行いました。 

（５） 新年度の展望 

 研修を終えた研修生１名が、アイキャンマニラ事務所の

職員として勤務します。来季、外務省の委託事業ではなく

なりますが、引き続き、インターンの育成受け入れます。 

事業費 ５，１４２，２７６円 事業費 ２，２９８，２２４円 

ー２０ー 



 

 

「ＩＣＡＮ（私のできること）」を増やす活動全般 

（１） 背景 

世界規模の課題を解決するには、市民１人１人の行動

が必要です。アイキャンは、「ともに」頑張る仲間を増やし、

社会の中で「できること」を増やすため、課題解決に向けて

取り組みやすい身近な方法を提案しています。 

（２） 全国での活動 

２００９年に作成した書き損じハガキ回収箱１，０００個の

設置が全て完了し、新たに１，０００個増産しました。これに

より一層、企業・団体・個人との繋がりを増やすことができま

した。その結果、２３，３４６枚のハガキと未使用切手・テレフ

ォンカード・商品券・外国紙幣等を収集できました。また古

本・ＣＤ・ＤＶＤは約１，９００点を集めることができ、この結果、

子どもの教育寄付を合計約１２０万円分集めることができま

した。 

（３） 名古屋での活動 

１） 街頭募金 

毎回１０名前後のボランティアが、年７回名古屋市内

の大通りにて、東北震災支援金やフィリピンでの活動資

金を集めるための街頭募金を行いました。１年間で約１２

万５千円集めることができました。 

２） 交流会・勉強会の開催 

ボランティアグループの交流会・勉強会を年１０回開

催しました。現地活動報告会やボランティア活動、イベン

ト企画打合せ等を行い、参加者は約８５名でした。 

３） 「はじめまして！アイキャン」の開催 

   アイキャンとともに活動するメンバーを増やすために、

ボランティアグループによる企画・主催のもと６月１１日に

事業説明会、ワークショップとボランティア体験を開催し、

９名が参加しました。 

４） チャリティーイベントの開催 

６月２６日に名古屋市内にてボランティアメンバーの主

催でチャリティーフットサル大会を開催しました。２０名が参

加し、フィリピンでの活動費として約７万円を集めることがで

きました。 

（４） 東京での活動 

１０月１日・２日に東京で開催された「グローバルフェスタ２

０１１」に出店しました。東海、関東地域で活動するボランティ

ア１６名が中心となり商品の販売・アイキャンの活動説明を行

いました。 

（５） 大阪での活動 

大阪のボランティアグループが、書き損じハガキ収集やフ

ェアトレードショップの営業、イベントコーディネート等を行いま

した。また、２月４日・５日に大阪で開催された「ワンワールドフ

ェスティバル２０１１」に出店し、大阪ボランティアグループが

中心となり、販売を担いました。 

（６） マニラでの活動 

マニラ事務所では、インターン１名、ボランティア２名がフェ

アトレードの主担当として日本と現地をつなぐ調整業務や商

品の発送業務、また事務作業の補助、販売業務等を行いま

した。 

（７） 新年度の展望 

引き続き、各地での活動を活性化させるとともに、新しい場

所へも活動を広げます。また、教育機関、企業、公的機関等

の団体と協働し、新しい「できること」を提供していきます。 

 

ー２１ー 



その他の活動に係る事業 

 

本年度の実施はありませんでした。 

 

 

 

 

ー２２ー 


